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Rubyで作ってよかった工場IoT



これからお話すること

私が所属するシーイーシー スマートファクトリー事業部では、
製造業向けのシステムの開発および導入を手掛けており、その
中で私は工場内の人を中心としたシステムを担当しています。
今回は私が担当するシステムの1つ「SmartFollow」を通して､
工場IoTにおける、特にサーバーサイドのRubyの有用性を紹介
します。
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株式会社シーイーシー

 設立年月日：1968年2月24日
 資本金： 65億8千6百万円
 売上高： 459億9千4百万円（平成30年1月期）
 従業員数： 2,300名（平成30年4月1日現在）
 事業内容：
デジタルインダストリー事業

製造業のお客様を対象に、業務の効率化や品質の向上、魅力ある
製品づくりを支援するICTサービスを提供

サービスインテグレーション事業
企業・組織の業務改革・改善に必要な、ICTサービスをトータルで
提供

http://www.cec-ltd.co.jp
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http://www.cec-ltd.co.jp


自己紹介

 普段の姿
普通のSIerの普通のプログラマ

RubyのほかJavaScript、C#などを使って製造業向けシステム
の開発をしています。

社内SE歴5年
インフラエンジニア歴10年

 OSSやオフの活動
OSS推進フォーラム
親子ではじめるプログラミング講座
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OSS推進フォーラム

OSS推進フォーラムの活動にも参加しています。
日本OSS推進フォーラムでは、我が国の情報システムのユーザ
ー、ベンダー、学識経験者の有識者が参集し、OSSの活用上の
課題について、自由な立場で議論し、課題解決に向けての取組
みを行っています。
 目的
独占の弊害の排除と選択肢の拡大
技術革新の促進
人材育成
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2015年に「IoTへのRuby/mruby適用試行」と題して講演しました。
http://2015.rubyworld-conf.org/files/program/A-2.pdf

http://2015.rubyworld-conf.org/files/program/A-2.pdf


親子ではじめるプログラミング講座

地元、静岡県牧之原市で「はりはら塾」という市民講座の制度
を活用して、子供向けのプログラミング講座を月2回開催してい
ます。
詳しくは

 小さな町で子供向けのプログラミン講座をはじめてみて

 子供向けプログラミング講座を1年続けたらどうなったか
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http://2016.rubyworld-conf.org/files/program/A-5-4.pdf

http://2017.rubyworld-conf.org/files/B-1-2.pdf

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
リンクを見てお気づきかもしれませんが、私はここ4年間連続してこの場で講演させていただいています。実は2011年にもインフラエンジニアとしてPaaSの話をしていて、今回で5回目になります。記念すべき10周年のカンファレンスでこうしてお話しできることをとてもうれしく思っています。関係者の皆様には改めて感謝申し上げます。

http://2016.rubyworld-conf.org/files/program/A-5-4.pdf
http://2017.rubyworld-conf.org/files/B-1-2.pdf


IoTの周辺環境
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Industry 4.0

スマートファクトリー

デジタルツイン

ビッグデータ

機械学習
MQTT

LPWA

ウェアラブル

BLE

AR

IoT
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（概要）
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設備やアラームの種類によって
通知するグループを切り分ける

アラーム発生時にスマートフォン・スマートウォッチへ通知する

設備1

アラーム種別によって最適な担当者へ通知し、早期復旧へ繋げる。1

一定時間以上の停止は各グループへ通知し、対応を促す。2

3 加工状況を最適なタイミングで作業者へ通知し、作業効率の向上を支援する。(ワーク替え等)

活用事例

一定時間以上の停止は作業者へ通知

オーバヒートアラーム

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今回紹介させていただく弊社のSmartFollowは、工場の作業者が持っているスマートフォンやスマートウォッチに、設備からのアラームを通知するシステムです。大枠で捉えれば、SNSの一種のようにも考えることができるシンプルなものです。一昔前ならば、専用のソフトを開発して、設備ごとにインターフェースのコンバーターを作り、パトライトとPCのセットで実現していたような内容とも言えます。



（画面）
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最適な作業員のスマートデバイスへ設備状態を通知する

対応可否を返信設備の状態を通知 作業完了連絡を通知

対応完了

スマートフォン

スマートウォッチ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
アプリの画面は、必要な情報だけを大きく表示するものになっています。



工場IoTの求めるSNSのようなもの（利用例）
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CNC/PLC

Facteye

SmartFollow
システム

設備に移動し、
メンテナンス実施

③段取り着手
3-1 スマホで段取り着手を入力。
3-2 振動が停止。① 加工状況の収集

1-1 Facteyeによる設備の加工状況の収集
1-2 加工完了時に、SmartFollowに通知
⇒ ②へ

② 加工完了前通知
2-1 担当者が、加工完了を通知を受信
2-2 担当者が、設備で次作業(段取り替え)
の着手まで、定期的にスマホの音と振動で
通知
⇒ ③へ

DB
(対応履歴)

加工完了通知から段取り着手イメージ

加工が完了しました
。
(設備ABC)

対応
完了



SNSと似ているところ

 リアルタイムのプッシュ通知
 設備ごとの担当者への一斉通知
 作業者からの対応状況や結果の発信
 大量のアラームと通知
 ユーザー認証と端末認証

これらの機能は一般的になっていて、様々な言語、フレームワーク、ライブ
ラリで開発することができます。もちろんRubyでも開発できますし、特に
Webサービスについて言えばRailsがあり、ライブラリも充実していて、そ
の開発効率は一歩リードしていると思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
SmartFollowの中で、以下のような部分は一般的なSNSに似たような機能と考えられます。誰かが記事を投稿した場合に、フォロワーにプッシュ通知が行われます。フォロワーを担当者に置き換えれば同じような動きです。対応状況は、「いいね！」のようなレスポンスです。そしてそれらを一定のセキュリティレベルを維持しつつ、大量に処理しています。



SNSと異なるところ

 トリガーが工場の設備であること
 アラームに対応している作業者と作業のステータス管理
 アラームの再通知やエスカレーション
 消費電力への配慮のウェイトが高い
 アラームへの対応の分析が要求される
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
以下のような部分は一般的なSNSと異なり、新たな機能の開発や、汎用ライブラリのカスタマイズが必要です。これらの部分について、個別に少しお話していきます。



設備からのトリガー

 豊富なインターフェース
 HTTP POST
WebSocket
MQTT
 TCPソケット通信
定期的なHTTP GETによるポーリング ...
Rubyはこれらのインターフェースを簡単に実装できます。データ形式も
JSON、XML、CSV、様々な形式に簡単に対応できます。

 ピュアなオブジェクト指向言語
様々なインターフェースやデータ形式に対応した親クラスもしくはモ
ジュールで、処理に依存しない汎用的なトリガー

これらを追加するたびにインターフェースが強化
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
SNSで言う記事の投稿のような、設備からのトリガーについては、弊社ではFacteye（ファクティエ）という製品を出しており、複数のメーカーの設備に対応してトリガーを送ることができるのですが、Facteyeを導入している工場ばかりではありません。



対応のステータス管理

 例えば

ステータスの設定の中に条件式を渡すこともできますので、設定
そのものが難しくなる部分はありますが、設定のみであらゆる条
件のステータスに対応することができます。
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アラーム発生 対応(+担当者) 完了(+担当者)

エスカレーション
• 設備によって

• アラームの種類によって ...

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
管理したいステータスは工場ごとに異なっています。アラームが発生、誰かが対応、対応が完了、こういった流れの中で、どの時点をステータスとして管理したいか、何の条件でステータスを変更したいか、工場ごとに異なります。Rubyは動的言語なので、こうした条件と動作を設定から読み込んで、振る舞いまで変えることが少ないコードで実現できます。



再通知

 eventmachine
Rubyにはeventmachineという便利なgemがあります。
リアクターパターンで条件に応じた監視を行うスレッドプール
を簡単に

Sinatraほか様々なフレームワークやライブラリで使われていて
信頼性も安心
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
設備を安定して稼働させるために、アラームが放置されている場合の再通知や、対応が難しい場合はエスカレーションが必要になります。発生したアラームのステータスを、条件にしたがって監視するのですが、たくさんの設備があればアラームも多数発生するため、シングルスレッドでは通知の遅延に繋がりかねません。



消費電力への配慮

 画面表示
アプリをバックグラウンドにすることなどで対応

 通信頻度
MQTTとHTTPを併用
HTTPはアプリからのリクエストのみ

 暗号化
通信頻度の高いデータの暗号化を行わない
アクセスポイントやゲートウェイなど、下位のレイヤーで対応
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
スマートウォッチの場合特にということになりますが、作業中にバッテリーが切れてしまっては、どんなに優れた機能を実現しても利用できなくなってしまいます。電力は画面の表示やWiFiによる通信と暗号化に多く使われます。画面の表示はある程度OSに依存する部分なので、アプリをしっかり作ることが大切です。通信については、定期的なポーリングはバッテリーを消耗しますので、基本的に行いません。SmartFollowではMQTTとHTTPを併用することで対応しています。暗号化は電力を多く消費する傾向にありますので、SmartFollowではデータの暗号化を、アクセスポイントによる暗号化や、VPNによる暗号化など、下位のレイヤーで行うことにしています。



アラームへの対応の分析

 分析ツール
Visual Factory（弊社製品）
ElasticSearchなど

 データの扱い
蓄積型
リアルタイム型

 外部ツールによる変換
メッセージングシステムの活用
Ruby-kafkaなど
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
分析を行うにあたっては、当然データが必要で、それがどのような形式かということが問われます。また、それがリアルタイムの分析なのか、一定期間の集計なのかということによって、求められる内容や形式も異なってきます。各種データ変換は、Kafkaのようなメッセージングシステムに任せてしまうことが考えられます。そのようなことも、ruby-kafkaを使って簡単に実現できます。



まとめ

Rubyはその周辺のコミュニティーの活動も盛んで、様々なツー
ルやライブラリ、ノウハウが蓄積されています。こうした先人
たちの知恵を活用することで、限られた資源をシステムのいち
ばん重要な部分に集中させることができます。
このシステムをRubyで開発して、本当によかったと思っていま
す。
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ご清聴ありがとうございました。

株式会社シーイーシー

スマートファクトリー事業部 第一サービス部

廣田 哲也

t-hirota@cec-ltd.co.jp
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